
Step 1．火山を選択

selectプルダウンから火山を選択し
OKボタンを押す



Step 2．火口情報を入力

赤枠の範囲内の計算が可能．

火口位置の入力は，画面上でクリックで
もテキストボックスへの緯度経度の入力
でも良い

火口列の場合にはここで方向と大きさ
を選択

火口は最大100個設定可能
（噴出量を時間変化させる場合には，同一火口位置で複数回，噴出
量，噴出開始時間，噴出終了時間を登録する）

以前にシミュレーションした結果があ
る場合には，ここから参照可能．

必要に応じて地図の拡大縮小や航空写真へ
の切替が可能



Step 3．計算条件を入力

設定した火口位置が表示されている．

計算条件を入力．各パ
ラメタの意味について
はIshihara et al. (1990) 
を参照のこと．一応，
暫定値が入っているの
でこのままでも試行は
可能．

パラメタサーチモードでは，噴
出量と粘性を変化させた９通り
の計算を自動的に実行する．

e-mailの登録をしておくと，計
算終了後に，お知らせメールが
送信される．

計算時間は6時間以下に制限中．
もっと長い時間の試行を実行した
い場合には，システム管理者に相
談してください．



Step 4．計算開始

ボタンを押して計算開始

設定ファイルやクレータ情報ファ
イルをダウンロードして，自前の
サーバーで実行させることも可能

DEMの修正を行う場合には
ここをクリック

計算開始画面．
計算完了まで一休み．



Step 4．続き　（DEM修正）
17パターンから選択可能

DEMの修正位置，形状を入力．

次画面（下）で修正DEMファイルが
テキスト画面で開くので，17パター
ン以外にも自由にDEMの修正は可能

修正DEMの作成が終わったらOKボタンを押す．
次画面（下）に移行．

x座標，y座標(左上が原点
のピクセル座標）

堰堤の場合には修正量は正，
溝の場合には修正量は負．現
在のDEMに加減する量(m)を入
力する．



Step 5．結果表示　
結果はGoogle Map上に重ねて表示されます．

拡大縮小や航空画像に
重ねることももちろん
可能です．

ボタンで特定時間の溶岩流の被覆域表示を
切り替えます．

結果はテキストファイルでダウンロード可能

断面表示をしたい場合にはここをクリック

計算時のパラメタをまとめて表示



Step 5．結果表示　（続き）　

特定の時間における２地点間の断面表示が
可能

断面 標高

この線分で切ったとき

２点の座標（ピクセル座標）



参考資料（粘性項の一般化）
Ishihara et al. (1990)では，桜島（安山岩質マグマ），三宅島（玄武岩質マグマ），伊
豆大島（玄武岩質マグマ）について計算を行っており，粘性の定数項にそれぞれ 
k=26.67, 24.22, 24.61を用いている．他の火山で計算をする場合には，どのような定
数を使うべきなのか，最近の粘性モデル計算値との比較をおこなってみた．

結果は，結晶量の少ない部分では，溶岩の全岩組成から後藤(2009)のメルト粘性と
Marsh (1981)の結晶効果補正から計算して求めた溶岩の粘性とIshihara (1990)の見積
もりは良い一致を示している．一方，温度依存性については， Ishihara et al. (1990)で
は定数（0.0181）だが，計算値では温度依存性が大きい．



参考資料（粘性項の一般化　続き）

結局，どのような値を用いるべきかは，現段階では確定していない．
実際の溶岩流の事例と比較検討を重ねる必要がある．

liquidus近傍に限定すれば 温度依存項（傾
き）には組成依存性が無く， 一見したとこ
ろ一定に見える．

liquidusでの粘性は組成の
単純な関数で表現可能

liquidusから温度が低くなるにつれて，傾
きが変化．組成による違いも顕著になる．

温度依存項を0.0181に固定して，粘性を計算した場合
の，組成と粘性定数項との関係

日本の火山岩460個についてMELTSを用いて，温
度，液組成，結晶量，粘性を計算した．さらに，
Goto (2009)とMarsh (1981)でbulk 粘性を計算
し，SiO2量との関係の定式化を試みた．



シミュレーション結果の解釈についての注意

• シミュレーションのパラメタを変化させれば結果は
大きく変わる．パラメタの推定値には幅があるの
で，結果を絶対視しないこと．

• ２次元の簡易型シミュレーションなので，詳細な溶
岩の形状の再現は困難．

• 10mメッシュのDEMを使っているため，実際の地
形とは異なっている可能性がある．幅数mの狭い溝
があると，現実の流れは変わってしまう可能性があ
ることに留意すること．



既知の問題点 (2012.12.31 　安田　記）

• 計算格子の方向への依存性がある（東西南北方向には
流れやすいが，北西，南東，南西，北東方向には流れ
にくい）．

• 温度＆粘性依存性が大きいので，実測の温度とは違っ
ても，観察される現象（進行速度，広がり）を再現出
来るように，温度や粘性を設定する必要がある．

• やや流れやすい傾向がある．


